
実際には、競技当日に指示される寸法で加工すること。

・(　)の付いた寸法は参考表示である。

※保温仕上は感温筒を含み、気密試験終了後に行う。
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Ｄ部詳細

低圧圧力開閉器への配管取出し方法

・連絡配管は、キャピラリチューブを使用する。
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・連絡配管にはループ部を設ける。（形状、位置は自由）

2
9
3

公　表

を包み込むように加

10

太い配管が細い配管

10 10

細い銅管を太い銅管

の内径まで拡管し、

Ａ部詳細 Ｂ部詳細 Ｃ部詳細
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ろう付けする。 工し、ろう付けする。

課題図面Ⅰ－３　 冷 媒 配 管 施 工 図
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温度自動膨張弁

感温筒
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曲げ位置、角度は自由
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⑭縦管、配管中心
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※着色部分は保温仕上

温度自動膨張弁
感温筒
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